
と
の
明
る
い
笑
顔
は
J

民
い
教
育
潔
境
か
ら
生
ま
れ
る

昭
和
四
十
守
口
比
十
に
然
反
さ
れ
た
第
一
一
一
…
倍
以
上
と
な
え
と
の
ま
ま
で
は
鍔
が
、
小
学
村
主
綬
、
中
笠
間
二
校
出
現
問
中
の
一
云
引
を
、

き
再
編
成
霊
叶
号
、
お
お
む
実
議
長
す
す
み
、
卒
一
一
霊
し
、
留
の
計
図
白
壁
、
補
完
章
第
一
一
審
Arp-

ね
年
次
計
凶
に
沿
っ
て
議
さ
れ
、
玄
に
は
重
器
袋
主
義
ナ
九
校
四
警
裂
が
必
一
裂
と
立
っ
て
走
た
J

北

章

夫

室

町
ぞ
経
た
A
U
F

臼

、

保

定

時

に

お

い

て

小

う

ち

七

校

、

巾

学

校

八

校

の

う

ち

沼

設

が

あ

る

。

と

の

r

月
γ
校
十
六
校
の
う
ち
K
枚
、
中
学
校
八
に
減
少
す
る
と
玄
ザ
さ
れ
る
。
挙
区
再
編
成
の
中
間
以
柑
雰
L
よ
る
と
を
含
め
る
と
十
六
枚
と
な
D
、

収
の
う
ち
長
に
す
ぎ
な
か
づ
た
一
立
と
れ
毛
白
書
白
傾
向
享
高
学
校
襲
白
星
弐
多
く
て
も
小
学
京
語
L
少
な
ぐ
と
も
努

謹
校
が
小
学
校
で
は
十
九
校
の

2
D
に
見
る
と
、
生
産
・
苧
松
原
・
富
士
校
一
一
手
学
絞
前
後
、
中
学
校
二
十
四
半
の
中
原
中
主
認
で
十
校
迄

イ
校
と
な
担
、
諸
々
と
一
頑
張
渋
川
凶
ら
見
等
の
市
街
抑
ぶ
地
区
は
抗
許
を
下
回
D
照
射
袴
L
お
言
え
て
、
大
翠
世
紀
白
解
け
れ
ば
、
今
後
の
λ
口
増
益

れ
と
き
た
。
し
が
レ
な
が
ら
、
最
近
f
h

旭
・
大
野
・
神
田
・
今
h

日
ぞ
は
じ
め
席
潟
を
白
指
し
て
い
る
が
、
今
回
は
特
に
'
な
い
よ
レ
て
い
る
ヲ

お
け
る
大
聖
露
出
住
宅
の
を
投
等
辺
地
区
は
乙
ぞ
っ
手
想
空
白
る
と
毒
な
社
会
増
、
惑
の
狭
あ
い
富

ζ
の
実
施
蓄
が
滋
め
は

に
よ
ゐ
人
口

Z
A論
議
し
と
、
児
い
え
い
わ
砲
事
会
Y
現

象

主

題

点

霊

協

必

要

主

主

霊

襲

警

護

数

、

量

袋

町
市
庁
誌
の
別
加
に
大
き
な
込
剥
が
み
b

ら
れ
る
。
加
一
ノ
て
す
で
に
予
恕
さ
れ
て
を
加
え
で
い
る
。
併
と
漢
に
毘
ち
れ
る
よ
2
h

れ
ゐ
ょ
っ
に
な
っ
て
主
た
。
い
あ
大
規
出
引
戸
川
弘
同
年
一
唱
の
建
設
に
よ
円
(
悼
的
に
は
、
品
則
前
残
害
れ
て
い
る
進
展
に
対
応
し
な
手
校
規
模
m

設
再
編
成
泊
目
誌
の
義
に
よ
る
っ
て
こ
れ
に
起
が
加
わ
え
平
一
一
一
第
二
葉
小
田

ZL大
量
慌
に
真
富
ら
れ
、
問
時
に
翠
安

久
一
五
年
後
の
百
十
…
…
室
長
二
一
一
日
咋
皮
に
は
「
現
在
の
議
数
、
量
生
一
十
+
小
、
中
華
々
中
壁
、
話
束
事
距
離
の
章
、
そ
れ
に
品

八
十
九
千
紙
、
一
万
一
王
六
人
白
山
誌
と
一
年
後
の
推
計
」
茨
に
見
ら
れ
出
の
白
衣
宍
問
地
区
に
警
恋
々
の
解
禁
極
ら
れ
、
響
効
回

由
主
化
隔
が
一
持
出
し
て
い
る
。
童
五
る
よ
足
、
京
位
一
窓
会
ニ
護
第
一
一
一
張
、
富
京
そ
れ
に
壁
、
鼻
持
で
き
る
も
白
と
若
れ
る
。

年
聞
の
九
f

寸
七
学
税
、
一
一
一
千
七
百
七
十
骨
一
講
演
に
式
野
・
中
原
・
神
的
e
横
内
額
二
旭
中
の
五
校
守
、
神
田
地
区
に
は
ハ
注
・
宜
寸

一
人
の
捕
に
比
較
レ
、
増
加
竹
中
は
突
に
顎
時
間
十
学
般
を
こ
え
る
部
マ
ジ
平
ズ
校
鍔
一
一
神
田
小
、
鍔
一
一
一
一
神
田
品
、
第
ニ
神
佼
訟
で
あ
る
V

[Ìj数字会l立、第一A次学区汚編成:'-:E菌密Î~認定後、日さらに滋し Eきを

加えてきたおT!J{七の波に対処するため、liB飛i47iFll月、あらためて、 111

内各界の代災者からなる学E王子守編成奈良~とを設[ぎして、市立小@中学校

の述学g主義の再検討をおしすすめてきたが、乙のほど rt~Æ員会の(';Efiに

j行ったさf::iR[号事選成案がまとまり、中間発表した。今後九台区0LO].i誌をrAさ

系日:認の袈両手と協力をねてD:取にうつしていく万全十である。

最出，)、学校，第2先立中学校嘗第3袴
・横内小商学区)含捧

τiお昭和54年度以鵠に分離すること

5克夜の学級豊空軍!思議 e生後数と 5i手f去の推計

30ω ぇ
!日向島一L叩島宇

中学校Jま 24学級点:J1~ 1Il



らつか

学長3:Vf事検討をする。

分憲章佼F君主主選定の持点で湾検討l'る。



学校名 遜 学 区 f長

江陽中学校 崇菩小学校 松原小学校

太 洋 中 学 校 話妻小学校

春日野中学校 富士見小学校

浜忌中学校 花水小学校 {反事七第2花木小学校

大野中学校 仮君、真土小学校{Ii称中原東小学技箆田小学校

神田中学校 持活小学校 {邸主第2干中沼イ、学校 横内小学校

土沢中学校 土屋小学校 吉沢小学校

金混中学校 1¥立 小学校 llii称第第42旭金小目小学校学校 金田小学校
金日小学校 仮称 ! 

仮鞘:中原中学校 中原小学校 潟原小学技 j 

仮称北部中学校 城島小学イ究 間待小学校

flii称旭中学校 仮称第2旭小学校 flii称第 3旭小字校

日f称大野車中学校ほ百三校 八申書小学校

凡

?ぢ立小学校区

ま宅設市立小舟中学校

彩議淡訪;1'まtま決定ざれているだを中学校

分続される市立小学校18:

注む、②、③

気犠

j蒋鯖

宮沢小

j笠 CD !f1mt 31プeli立、昭和 50年 11月 1臼の児童量移生徒数のすう勢を払て

② F柔道平塚@秦野毒事'と平塚海岸?!菱重予言f爾綴lfC挟まれる北金怠主主E互依、

③ 霊堂a.!也E互の字書妻子矯主主援は、今後再検討する。



民て、

学
区
自
分
割
な
ど
む
扇
薙
な
事
業
を
逗

持
レ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
本
市
教
育
銀

翼
の
た
め
議
議
採
い
己
と
で
あ
る

D

し
ゃ
υた
が
ら
、
こ
の
一
詐
蹴
立
接
持

か
ら
は
ず
立
L
五
翠
余
り
主
慈
漁
民

当
時
間
間
突
に
は
予
納
レ
得
な
か
っ
た
訴

事
期
が
且
門
部
犯
し
た
場
時
点
に
お
い

τ

は
!
既
定
の
計
画
仁
、
あ
る
い
は
修
忌

第2金目小
第 4旭 ;J、 i第 4混;)、

{第 2泌中) I (革2旭中)

{第 3神田ノj、)1 (第 3神田;)、)

{第 2神医中)1 (第 2神田中)

注司 l( )j吋の学授は、実施時封書等円未確定なものである@

2新設校:，の校名は、す吋て仮称て"ある。
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